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概要

潤滑油は徐々に劣化し消耗する。この劣化の要因のひとつである酸化反応に注目し、オ

イルの性能変化をトレースした。自動滴定装置を用い、過酸化物価と全酸価の追跡を行っ

た。過酸化物価はオイルの性能が低下する前に増加した。また全酸価もしだいに増加して

いる。そのため定期的にオイル採取し、過酸化物価を追跡することでオイルの性能が低下

する前に検知出来ることがわかった。そして初期の過酸化物価の上昇からオイルの変質を

診断した。
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